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「
黒
い
マ
ス
ク
っ
て
ダ
メ
な
ん
で
す
か
」

九州国際大学教授・博士（観光学）　福島　規子景 気 の
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７
ヵ
月
ぶ
り
に
低
下

内
閣
府
調
査



月

サ
ー
ビ
ス
な
ど
全
て
減

ホテル・旅館
月の倒産

件
数
２
ヵ
月
ぶ
り
１
桁

帝
国
デ
ー
タ
調
査

額
は

年
最
少
に

「
周
年
記
念
企
業
」

全
国
に
約

万
社

帝
国
デ
ー
タ
調
査

消費支出


ヵ
月
ぶ
り
に
増
加

総
務
省
調
査



月
「
教
養
娯
楽
」も
増

月は％減
全国企業倒産

帝国データ調べ

旅
行
業
の
倒
産
３
件

　
新
年
を
迎
え
る
と
、毎
年
、

パ
キ
ス
タ
ン
の
首
都
イ
ス
ラ

マ
バ
ー
ド
に
あ
る
日
本
大
使

館
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
に

陳
情
書
を
出
す
。
「
日
本
人

の
葬
送
の
た
め
に
火
葬
場
の

建
設
を
許
可
さ
れ
た
し
」
。

ま
、
こ
ん
な
内
容
だ
が
、
イ

ス
ラ
ム
教
国
の
パ
キ
ス
タ
ン

に
あ
っ
て
は
土
葬
以
外
は
認

め
ず
、
陳
情
書
の
提
出
は
セ

レ
モ
ニ
ー
化
し
て
い
る
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
駐
在
の
日
本

人
が
死
亡
し
た
場
合
、
火
葬

で
き
な
い
の
で
は
困
る
。
パ

キ
ス
タ
ン
に
は
Ｋ
Ⅱ
を
は
じ

め
、
高
い
山
々
が
あ
っ
て
日

本
人
の
登
山
客
も
多
い
。
遭

難
す
る
登
山
家
も
少
な
く
な

く
、
世
話
す
る
大
使
館
が
困

る
。
遺
体
を
飛
行
機
で
日
本

へ
送
り
届
け
る
に
は
費
用
が

高
く
つ
く
。
イ
ス
ラ
ム
教
国

で
は
、
異
教
徒
の
た
め
に
火

葬
場
を
持
つ
国
も
あ
る
が
、

パ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
そ
れ
を

認
め
な
い
の
だ
。

　
宗
教
に
よ
っ
て
死
者
の
扱

い
は
異
な
る
。
イ
ラ
ン
の
ヤ

ズ
ド
を
中
心
に
し
て
ゾ
ロ
ア

ス
タ
ー
教
（
拝
火
教
）
徒
が

住
む
。
こ
の
人
た
ち
は
、
遺

体
を
鳥
に
食
べ
さ
せ
る
鳥
葬

で
あ
る
。
ダ
フ
メ
と
呼
称
さ

れ
る
泥
づ
く
り
の
壁
で
覆
う

遺
体
置
き
場
が
、
あ
ち
こ
ち

の
丘
（
テ
ペ
）
に
あ
る
。
猛も

う

禽き
ん

類
の
ラ
ー
メ
ル
ガ
イ
ヤ
ー

と
い
う
大
き
な
鳥
が
飛
来

し
、
髪
の
毛
と
骨
だ
け
を
残

し
て
き
れ
い
に
食
べ
て
く
れ

る
。
ダ
フ
メ
内
の
死
臭
に
困

惑
し
た
体
験
を
私
は
持
つ
。

ス
ポ
ー
ツ
人
類
学
者
で
あ
っ

た
私
は
、
他
に
風
葬
や
水
葬

等
の
調
査
研
究
を
し
た
が
、

こ
の
稿
で
は
深
入
り
し
な
い

こ
と
と
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
遺
体
処
理
に

つ
い
て
記
述
し
て
き
た
の

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
な

っ
て
い
る
日
本
に
も
、
イ
ス

ラ
ム
教
徒
た
る
外
国
人
が


万
人
も
居
住
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
人
た

ち
が
死
ん
だ
場
合
、
土
葬
を

選
択
す
る
に
違
い
な
い
だ
ろ

う
が
、
日
本
の
地
域
に
よ
っ

て
は
土
葬
を
認
め
な
い
自
治

体
が
多
い
の
だ
。
こ
れ
で
は

イ
ス
ラ
ム
教
徒
た
ち
が
困
り

果
て
る
。地
域
に
よ
っ
て
は
、

条
例
で
火
葬
と
決
め
つ
け
る

自
治
体
が
あ
る
が
、
法
律
に

よ
っ
て
火
葬
と
国
が
決
め
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
墓
地

埋
葬
法
で
は
、
土
葬
の
た
め

の
墓
地
を
禁
止
し
て
い
な

い
。

　
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
前
、
政
府
は
衛
生

上
火
葬
が
い
い
と
考
え
、
各

自
治
体
が
火
葬
場
を
造
る
場

合
、
補
助
金
を
出
す
。
衛
生

に
つ
い
て
政
府
は
敏
感
で
、

上
下
水
道
の
普
及
に
金
を
出

し
、
水
洗
ト
イ
レ
の
設
置
に

も
補
助
金
を
出
し
、
ハ
エ
を

私
た
ち
の
生
活
圏
か
ら
追
放

し
よ
う
と
努
力
し
た
。
狂
犬

病
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
野

犬
狩
り
を
行
い
、
ネ
ズ
ミ
を

保
健
所
に
持
ち
込
め
ば
金
を

出
す
。
政
府
は
先
進
国
に
ふ

さ
わ
し
い
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
必
死
だ
っ
た
の
だ
。

　
こ
れ
ら
は
、
東
名
・
名
神

の
高
速
道
路
や
新
幹
線
と
と

も
に

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
レ
ガ
シ
ー
と
な
っ
た
。

近
代
化
さ
れ
た
社
会
は
、
悪

臭
を
追
放
す
る
こ
と
で
あ

り
、
ゴ
ミ
の
回
収
等
も
各
自

治
体
が
行
う
よ
う
に
な
る
。

が
、
当
時
、
わ
が
国
に
は
、

そ
れ
ほ
ど
の
外
国
人
が
生
活

し
て
い
な
か
っ
た
。
現
在
、

外
国
人
は
２
８
５
万
人
も
日

本
で
住
ん
で
い
る
。

　
土
葬
に
す
る
の
は
イ
ス
ラ

ム
教
徒
だ
け
で
は
な
い
。
カ

ト
リ
ッ
ク
教
徒
も
土
葬
で
あ

る
。
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒

の
在
留
者
が
多
い
上
に
明
治

維
新
か
ら
の
歴
史
が
あ
る
た

め
、
す
で
に
各
地
に
外
人
墓

地
と
し
て
土
葬
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
を
持
つ
。
近
年
、
日
本

人
社
会
は
、保
育
園
を
造
る
、

支
援
学
校
を
造
る
と
い
う
だ

け
で
「
反
対
」
の
声
が
上
が

る
。
迷
惑
施
設
だ
と
決
め
つ

け
る
の
だ
。
ま
し
て
や
土
葬

用
の
墓
地
を
造
る
と
な
る
と

住
民
た
ち
に
よ
る
反
対
運
動

が
起
こ
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
あ
っ

て
は
、
私
た
ち
は
異
文
化
を

理
解
し
、
そ
れ
を
受
け
入
れ

る
器
量
が
求
め
ら
れ
る
。
横

浜
市
で
は
昔
か
ら
の
外
国
人

墓
地
は
観
光
資
源
の
一
つ
だ

が
、
各
自
治
体
も
土
葬
を
認

め
る
外
国
人
墓
地
を
確
保
し

て
お
く
の
も
一
策
で
あ
ろ

う
。
わ
が
国
の
法
律
は
、
信

仰
の
自
由
を
認
め
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
宗
教
の
信
者
と
共

生
す
る
こ
と
が
宿
命
で
あ
る

私
た
ち
は
、
葬
送
文
化
に
対

し
て
も
寛
大
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
土
葬
に
違
和
感
が

あ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
イ
ス

ラ
ム
教
徒
や
カ
ト
リ
ッ
ク
教

徒
に
も
安
ら
ぎ
の
墓
地
を
許

可
す
る
自
治
体
で
あ
る
べ
き

だ
。

　
土
葬
に
す
る
理
由
は
、
故

人
が
復
活
す
る
と
考
え
る
か

ら
だ
と
い
う
。
古
代
エ
ジ
プ

ト
人
は
、
ミ
イ
ラ
に
し
た
の

も
同
様
で
、
故
人
が
再
生
す

る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
た
め

だ
。
公
衆
衛
生
面
で
問
題
が

生
じ
な
い
場
所
に
土
葬
用
の

墓
地
を
造
る
、
今
か
ら
各
自

治
体
は
準
備
し
て
お
く
べ
き

で
あ
る
。
す
で
に
政
府
は
移

民
国
家
へ
か
じ
を
切
っ
た
こ

と
を
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
。

　
某
中
小
企
業
の
女
性
社
長
が

ぼ
や
く
。
先
日
、
営
業
所
回
り

を
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
。
カ

ウ
ン
タ
ー
に
座
る
女
子
社
員

が
、
漆
黒
の
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
接
客
に
当
た
っ
て
い
た
ら
し

い
。「
店
の
ド
ア
が
開
い
て
最
初

に
出
会
う
相
手
が
黒
マ
ス
ク
だ

な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
」
と
憤

慨
す
る
。
顔
の
半
分
以
上
を
黒

く
覆
っ
て
し
ま
っ
て
は
相
手
に

威
圧
感
を
与
え
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
恐
怖
心
を
覚
え
る
お
客

さ
ま
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
本
人
に
黒
い
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
理
由
を
問
い
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、
女
子
社
員
い
わ
く
「
今

日
の
服
に
合
わ
せ
た
だ
け
で
す

け
ど
」
と
、
悪
び
れ
た
ふ
う
も

な
い
。
彼
女
に
言
わ
せ
れ
ば
黒

マ
ス
ク
は
も
は
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
一
部
で
あ
り
、
服
装
と
ト

ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

こ
と
が
、
な
ぜ
、
問
題
視
さ
れ

る
の
か
が
分
か
ら
な
い
。
む
し

ろ
、
鬼
滅
の
刃
の
よ
う
な
格
子

柄
の
マ
ス
ク
や
大
き
な
花
柄
の

マ
ス
ク
を
着
け
て
い
る
ほ
う
が

服
装
と
チ
グ
ハ
グ
で
、
相
手
に

気
を
使
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見

え
る
と
指
摘
す
る
。

　
新
し
い
日
常
で
は
も
は
や
必

需
品
と
な
っ
た
マ
ス
ク
。
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
と
い
え
ど
も
マ
ス

ク
着
用
は
必
須
で
あ
る
。
女
子

社
員
が
指
摘
す
る
よ
う
に
マ
ス

ク
も
装
い
の
一
部
と
し
て
捉
え

る
な
ら
ば
、
服
装
規
定
と
し
て

マ
ス
ク
の
色
柄
を
指
定
す
る
企

業
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
「
マ

ス
ク
は
無
地
で
接
客
業
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
色
の
も
の
を
着
用

す
る
こ
と
。
派
手
な
色
柄
や
黒

色
は
禁
止
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ

だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
ル
ー
ル

化
す
る
の
で
あ
れ
ば
老
若
男

女
、
全
社
員
が
納
得
の
上
、
順

守
で
き
る
よ
う
に
規
定
す
る
こ

と
が
重
要
だ
。

　
１
年
ほ
ど
前
に
、
女
性
に
だ

け
パ
ン
プ
ス
を
履
く
こ
と
を
強

要
す
る
服
飾
規
定
、
企
業
の
あ

り
方
に
声
を
上
げ
た
「
＃
Ｋ
ｕ

Ｔ
ｏ
ｏ
」
と
い
う
社
会
運
動
が

あ
っ
た
。
男
性
に
は
な
い
服
装

規
定
を
女
性
だ
け
に
課
す
こ
と

を
問
題
視
し
た
も
の
で
「
Ｋ
ｕ

Ｔ
ｏ
ｏ
」
と
は
「
靴
」
と
「
苦

痛
」
を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語
だ

っ
た
。
こ
の
運
動
に
よ
り
全
日

空
は
、
女
性
の
客
室
乗
務
員
と

地
上
職
員
の
ヒ
ー
ル
の
高
さ
を

「
３
～
５
㌢
程
度
」
か
ら
「
５

㌢
程
度
以
下
」
と
下
限
を
な
く

し
、
日
本
航
空
は
ヒ
ー
ル
の
高

さ
を
「
３
～
４
㌢
」
か
ら
「
０

～
４
㌢
」
と
し
ロ
ー
フ
ァ
ー
を

認
め
、
パ
ン
プ
ス
指
定
を
撤
廃

し
た
。

　
こ
の
運
動
の
根
幹
に
は
、

「
女
性
だ
か
ら
パ
ン
プ
ス
を
履

か
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
い

う
見
え
な
い
圧
力
に
対
す
る
反

発
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
強

い
意
志
が
感
じ
ら
れ
る
が
、

「
接
客
業
な
ん
だ
か
ら
」の
一
言

に
も
同
様
の
見
え
な
い
圧
力
が

感
じ
ら
れ
る
。
接
客
業
な
ん
だ

か
ら
金
髪
は
ダ
メ
、
接
客
業
な

ん
だ
か
ら
カ
ラ
コ
ン
は
ダ
メ
、

接
客
業
な
ん
だ
か
ら
ネ
イ
ル
は

ダ
メ
。
な
ぜ
、
接
客
業
だ
と
ダ

メ
な
の
か
。
そ
れ
は
、
会
社
が

ダ
メ
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
顧
客
が
不
快
に
感
じ
る
か

ら
ダ
メ
な
の
で
あ
り
、
会
社
は

顧
客
の
ダ
メ
を
代
弁
し
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
つ
ま
り
、

そ
こ
に
は
顧
客
か
ら
の
見
え
な

い
圧
力
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
社
会
が
変
わ
れ
ば
顧
客
の
許

容
範
囲
も
変
わ
る
。
ロ
ボ
ッ
ト

が
接
客
の
中
心
に
な
る
頃
に

は
、
金
髪
も
カ
ラ
コ
ン
も
ネ
イ

ル
も
気
に
し
な
い
、
人
間
で
あ

れ
ば
そ
れ
だ
け
で
あ
り
が
た
い

と
い
う
時
代
が
来
る
に
違
い
な

い
。
た
ぶ
ん
。

（７） 第３０６２号第３種郵便物認可２０２１年（令和３年）１月１日（金曜日）

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
２

０
２
１
年
の
「
周
年
記
念
企

業
」を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、全

国
に

万
９
２
９
６
社
を
数

え
、
こ
の
う
ち
１
０
０
周
年

は
２
９
４
３
社
判
明
し
た
。


周
年
は
サ
ー
ビ
ス
業
が
７

５
１
３
社
と
、

の
業
種
別

で
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

　
最
も
古
い
３
０
０
周
年

（
１
７
２
１
年
＝
享
保
６
年

創
業
）
は
３
社
判
明
。
こ
の

う
ち
「
釜
屋
」
は
三
重
県
四

日
市
市
に
本
社
を
置
く
鉄
鋼

販
売
事
業
を
中
心
と
し
た
専

門
商
社
。
現
地
で
釜
な
ど
の

販
売
を
始
め
た
の
が
始
ま
り

と
さ
れ
る
。

　
１
０
０
周
年
は
酒
類
卸
の

「
カ
ク
ヤ
ス
グ
ル
ー
プ
」

（
本
社
＝
東
京
都
北
区
）
、

総
合
電
機
メ
ー
カ
ー
の
「
三

菱
電
機
」
（
同
＝
東
京
都
千

代
田
区
）
、
建
機
製
造
の

「
小
松
製
作
所
」
（
同
＝
東

京
都
港
区
）
な
ど
。

　
内
閣
府
は
こ
の
ほ
ど
、
景

気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
の
２

０
２
０
年

月
分
を
公
表
し

た
。
同
月
の
景
気
の
現
状
判

断
Ｄ
Ｉ
（
季
節
調
整
値
）
は

前
月
比
８
・
９
㌽
減
の

・

６
と
、
７
カ
月
ぶ
り
に
低
下

し
た
。
サ
ー
ビ
ス
、
飲
食
な

ど
の
家
計
動
向
関
連
、
企
業

動
向
関
連
、
雇
用
関
連
の
全

て
の
Ｄ
Ｉ
が
低
下
し
た
。

　
調
査
は
宿
泊
、
飲
食
、
運

輸
、
商
店
な
ど
、
地
域
の
景

気
の
動
き
を
観
察
で
き
る
人

々
に
、
３
カ
月
前
と
比
べ
た

景
気
の
現
状
や
２
～
３
カ
月

先
の
景
気
の
見
通
し
を
「
良

い
」
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
」
「
や
や
悪
い
」
な
ど
５

段
階
で
判
断
し
て
も
ら
い
、

結
果
を
数
値
化
し
た
も
の
。

　
現
状
Ｄ
Ｉ
で
は
家
計
動
向

関
連
の
う
ち
、
飲
食
関
連
が


・
５
㌽
減（

・
９
）と
、

最
も
大
き
く
低
下
し
た
。
サ

ー
ビ
ス
関
連
も

・
６
㌽
減

（

・
６
）
と
２
桁
低
下
し

た
。

　
先
行
き
判
断
Ｄ
Ｉ
（
季
節

調
整
値
）
は
前
月
比

・
６

㌽
減
の

・
５
と
、
４
カ
月

ぶ
り
に
低
下
し
た
。
現
状
Ｄ

Ｉ
と
同
様
、
全
て
の
Ｄ
Ｉ
が

低
下
。
飲
食
関
連
が

・
０

㌽
減
（

・
１
）
と
、
減
少

幅
が
大
き
か
っ
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
判
断
理
由
の
主
な
回
答
は

次
の
通
り
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
数
が
拡
大
し
て
い
る

中
、宿
泊
予
約
、宴
会
予
約
、

レ
ス
ト
ラ
ン
予
約
の
取
り
消

し
が
相
次
い
で
い
る
。
札
幌

市
が
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
か
ら

外
れ
た
こ
と
で
利
用
客
の
減

少
が
一
層
加
速
し
て
い
る
傾

向
に
あ
る
」
（
現
状
、
悪
、

北
海
道
、観
光
型
ホ
テ
ル
）。

　
「
個
人
旅
行
、
グ
ル
ー
プ

旅
行
の
申
し
込
み
と
募
集
団

体
の
催
行
率
が
非
常
に
高

い
。
館
内
消
費
に
つ
い
て
も

地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
の
利
用

率
が
高
く
、
高
額
商
品
を
購

入
す
る
客
が
多
い
」（
現
状
、

良
、東
北
、観
光
型
旅
館
）。

　
「
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
、

～

月
の
週
末

は
良
か
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
拡
大
し
、


月
後
半
か
ら
急
激
に
宿
泊

は
失
速
し
て
い
る
。宴
会
は
、

年
始
ま
で
ほ
ぼ
な
い
。
レ
ス

ト
ラ
ン
は
、
昼
間
の
み
若
干

客
が
入
る
」
（
現
在
、
や
や

良
、東
海
、都
市
型
ホ
テ
ル
）。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、


月

日
～

月

日
ま
で

大
阪
市
が
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ

ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象

地
域
か
ら
除
外
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
宿
泊
予
約
が
こ
の

期
間
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以

降
に
つ
い
て
も
キ
ャ
ン
セ
ル

が
多
く
発
生
し
て
い
る
。
ま

た
、
宴
会
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に

つ
い
て
も
、
大
阪
府
か
ら
５

名
以
上
の
宴
会
の
自
粛
や
営

業
時
間
の
短
縮
要
請
が
出
さ

れ
、
多
く
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が

発
生
し
て
い
る
」
（
現
状
、

や
や
悪
、
近
畿
、
都
市
型
ホ

テ
ル
）
。

　
「
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
延
長
す
る
可
能
性
も

あ
る
が
、
１
月
末
で
終
了
す

る
と
反
動
が
か
な
り
出
る
た

め
、
景
気
は
や
や
悪
く
な
る

と
判
断
す
る
。
徐
々
に
割
引

率
や
利
用
範
囲
を
狭
め
な
い

と
、
経
済
は
急
降
下
し
打
撃

が
大
き
く
な
る
た
め
、
政
策

と
し
て
は
そ
の
あ
た
り
を
見

据
え
て
判
断
し
て
ほ
し
い
」

（
先
行
き
、や
や
悪
、東
海
、

観
光
型
ホ
テ
ル
）
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

流
行
の
第
３
波
に
よ
り
、
宿

泊
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
増
え
て

き
た
。
飲
食
に
お
い
て
は
、

忘
年
会
、
新
年
会
の
予
約
が

ほ
ぼ
な
い
」（
先
行
き
、悪
、

沖
縄
、
観
光
型
ホ
テ
ル
）
。

　
総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、
家

計
調
査
報
告
の
２
０
２
０
年


月
分
を
公
表
し
た
。
同
月

の
２
人
以
上
世
帯
の
消
費
支

出
は
１
世
帯
当
た
り

万
７

５
２
４
円
で
、
前
年
同
月
比

で
実
質
３
・
８
％
増
と
、


カ
月
ぶ
り
に
増
加
し
た
。


の
支
出
費
目
中
、
「
交
通
・

通
信
」
「
そ
の
他
の
消
費
支

出
」
を
除
く
８
費
目
で
増
加

し
た
。
「
教
養
娯
楽
」
は
０

・
１
％
増
の
２
万
６
４
７
０

円
と
、

カ
月
ぶ
り
に
増
加

し
た
。

　
教
養
娯
楽
は
教
養
娯
楽
用

耐
久
財
、
教
養
娯
楽
用
品
な

ど
が
増
加
し
た
。

　
交
通
・
通
信
は
３
・
０
％

減
の
３
万
８
９
４
６
円
と
、


カ
月
連
続
で
減
少
し
た
。

航
空
運
賃
、
鉄
道
運
賃
な
ど

が
減
少
し
た
。

　
同
月
の
２
人
以
上
世
帯
の

う
ち
、
勤
労
者
世
帯
の
実
収

入
は
１
世
帯
当
た
り

万
６

７
８
６
円
で
、
前
年
同
月
比

で
実
質
２
・
５
％
増
と

カ

月
連
続
で
増
加
し
た
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
２
０
２
０
年

月
の

全
国
企
業
倒
産
（
負
債
１
千

万
円
以
上
の
法
的
整
理
）
は

前
年
同
月
比

・
２
％
減
の

５
６
３
件
で
、

月
と
し
て

は
数
字
が
比
較
で
き
る
２
０

０
０
年
以
降
で
最
少
と
な
っ

た
。
負
債
総
額
は
同

・
２

％
減
の
９
５
２
億
１
２
０
０

万
円
で
、
４
カ
月
連
続
で
減

少
し
た
。

　
件
数
を
８
の
業
種
別
に
見

る
と
、
全
て
が
前
年
同
月
を

下
回
っ
た
。
不
動
産
業
（


・
０
％
減
の

件
）
、
建
設

業（

・
３
％
減
の

件
）、

卸
売
業
（

・
３
％
減
の


件
）
の
減
少
幅
が
大
き
か
っ

た
。
サ
ー
ビ
ス
業
は

・
７

％
減
の
１
４
５
件
。
運
輸
・

通
信
業
は
５
・
６
％
減
の


件
。

　
９
の
地
域
別
も
全
て
が
前

年
同
月
を
下
回
っ
た
。
関
東

（

・
９
％
減
の
１
８
５
件
）

は
１
都
６
県
全
て
が
減
少
。

北
海
道
（

・
７
％
減
の
９

件
）
は

年
２
月
、

年
５

月
に
並
ぶ

年
以
降
で
最
少

の
件
数
と
な
っ
た
。

　
観
光
関
係
の
主
な
倒
産

は
、
格
安
航
空
会
社
の
エ
ア

ア
ジ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
（
愛
知

県
、
負
債
２
１
７
億
円
、
破

産
）
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
２
０
２
０
年

月
の

ホ
テ
ル
・
旅
館
経
営
業
者
の

倒
産
（
負
債
１
千
万
円
以
上

の
法
的
整
理
）
は
６
件
、
負

債
総
額
は
７
億
２
９
０
０
万

円
だ
っ
た
。
件
数
は
２
カ
月

ぶ
り
に
１
桁
。
額
は

年
最

少
と
な
っ
た
。

　
件
数
は
前
年
同
月
比
３

件
、
前
月
比
９
件
そ
れ
ぞ
れ

減
少
（

・
３
％
減
、

・

０
％
減
）
。
額
は
前
年
同
月

比

・
８
％
、
前
月
比

・

８
％
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

感
染
拡
大
し
た
４
月
に

件

と
、
東
日
本
大
震
災
直
後
の

２
０
１
１
年
５
月
（

件
）

以
来
の

件
台
。
以
降
、
３

カ
月
連
続
で
２
桁
台
と
な
っ

た
が
、
下
半
期
は

月
を
除

き
、
１
桁
台
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

　
１
～

月
の
累
計
は
、
件

数
が
前
年
同
期
比

・
０
％

増
の
１
１
１
件
。
負
債
総
額

が
１
９
９
・
０
％
増
の
６
６

２
億
３
１
０
０
万
円
。件
数
、

額
と
も
に
前
年
１
年
間
の
数

字
を
既
に
上
回
っ
て
い
る
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
２
０
２
０
年

月
の

旅
行
業
の
倒
産
（
負
債
１
千

万
円
以
上
の
法
的
整
理
）
は

３
件
、
負
債
総
額
は
１
億
６

０
０
万
円
だ
っ
た
。

　
件
数
は
前
年
同
月
と
同

数
、
前
月
比
で
３
件
減
少

（

・
０
％
減
）
し
た
。

　
額
は
前
年
同
月
比

・
４

％
、
前
月
比

・
１
％
そ
れ

ぞ
れ
減
少
し
た
。

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
、
件

数
が
前
年
同
期
比

・
３
％

増
の

件
。
負
債
総
額
が
３

０
１
２
・
５
％
増
の
３
０
２

億
８
５
０
０
万
円
。

年
は

６
月
に
ホ
ワ
イ
ト
・
ベ
ア
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
大
型
倒
産
が

あ
り
、
額
が
前
年
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。




